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自治労茨城県本部
第 108 回定期大会

日　時　10月２日（金）午前10時開会～
　　　　10月３日（土）正午
会　場　ひたちなか市
　　　　　那珂湊総合福祉センター

　

９
月
13
日
投
開
票
の
牛
久

市
長
選
で
自
治
労
や
連
合
茨

城
が
推
薦
し
た
根
本
洋
治
氏

当
落

候
補
者
名

（
得
票
順
）

得
票
数

 

当

根　

本　

よ
う
じ
１
８
，６
８
５

 

も
ろ
は
し
太
一
郎
１
２
，７
５
５

が
初
当
選
し
ま
し

た
。
夏
休
み
廃
止

や
給
与
引
き
下
げ

な
ど
市
職
員
や
組

合
敵
視
政
策
を
続

け
て
き
た
前
市
長

の
後
継
者
を
大
差
で
破
る
結

果
と
な
り
、
前
市
政
の
転
換

と
な
る
一
歩
と
言
え
ま
す
。

推
薦
の
根
本
牛
久
市
長
誕
生

前
市
長
後
継
者
破
る

　

戦
争
法
案
の
参

議
院
強
行
採
決
が

大
き
な
山
場
を
迎

え
よ
う
と
す
る
９

月
９
日
、
東
京
日

比
谷
野
外
音
楽
堂

で
「
戦
争
法
案
反

対
！
安
倍
政
権
退

陣
！
日
比
谷
大
集

会
」
が
開
か
れ
、

大
雨
の
中
、
約

５
５
０
０
人
が
結

集
し
、
戦
争
法
案

の
廃
案
と
安
倍
政
権
の
退
陣

を
訴
え
ま
し
た
。

　

自
治
労
な
ど
が
結
集
す
る

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
参
加
者

は
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

脇
に
結
集
し
、
集
会
開
催
と

同
時
に
国
会
請
願
デ
モ
に
出

発
。「
戦
争
法
案
廃
案
」、「
安

倍
政
権
退
陣
」
の
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
を
上
げ
、
国
会
前

で
は
デ
モ
隊
と
野
党
議
員
ら

と
の
間
で
エ
ー
ル
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
の
参
加
者
は
、
集
会
後
、

銀
座
方
面
を
デ
モ
行
進
し
ま

し
た
。

　

集
会
で
は
野
党
４
党
か
ら

の
発
言
が
あ
り
、
枝
野
幸
男

民
主
党
幹
事
長
は
、「
民
主

主
義
と
立
憲
主
義
が
壊
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
今
日
の
状

況
を
全
力
を
あ
げ
て
止
め
る

の
が
国
会
議
員
の
責
任
だ
と

痛
感
し
て
い
る
。
こ
れ
は
主

権
者
と
独
裁
を
始
め
よ
う
と

す
る
者
の
闘
い
だ
。
暴
力
を

伴
わ
な
い
あ
ら
ゆ
る
手
法
で

闘
っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

「
戦
争
法
案
廃
案
」

「
安
倍
政
権
退
陣
」
求
め
中
央
行
動

大雨の中戦争法案廃案、安倍政権退陣を求めたデモ

　

自
治
労
な
ど
で
つ
く
る
公

務
労
協
・
地
方
公
務
員
部
会

は
、
９
月
９
日
、
東
京
・
全

電
通
労
働
会
館
で
「
２
０
１

５
年
地
方
公
務
員
賃
金
闘
争

交
流
集
会
」を
開
き
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
永
井
地
公
部

会
議
長
が
あ
い
さ
つ
し
、「
次

年
度
予
算
策
定
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
骨
太
の
方
針

は
、
社
会
保
障
と
地
方
財
政

を
改
革
の
重
点
分
野
と
し
て

取
り
組
む
」
と
し
て
お
り
、

「
今
後
何
ら
か
の
形
で
さ
ら

に
公
務
員
総
人
件
費
削
減
を

求
め
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
地
方
行
財
政

改
革
を
訴
え
、
直
接
的
な
表

現
は
避
け
て
は
い
る
が
、
地

方
自
治
体
業
務
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
化
と
行
政
改
革

の
更
な
る
推
進
、
自
治
体
の

行
政
努
力
す
な
わ
ち
総
人
件

費
削
減
に
応
じ
た
地
方
交
付

税
の
配
分
の
意
図
が
見
え
隠

れ
し
て
い
る
」
と
警
戒
を
強

め
て
い
こ
う
と
強
調
。「
今

後
は
、
都
道
府
県
、
政
令
市

等
の
人
事
委
員
会
勧
告
が
出

さ
れ
、
賃
金
確
定
の
最
大
の

山
場
を
迎
え
る
こ
と
と
な

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お

い
て
は
、
著
し
い
人
口
減
少

と
景
気
回
復
の
遅
れ
に
よ
る

税
収
の
落
ち
込
み
、
そ
の
一

方
で
存
在
す
る
社
会
保
障
費

の
増
大
、
引
き
続
く
公
務
員

批
判
、
首
長
の
政
治
姿
勢
、

行
財
政
改
革
等
、
様
々
な
状

況
が
取
り
巻
く
中
で
の
取
組

み
と
な
る
。
組
合
員
と
家
族

の
生
活
、
福
祉
の
向
上
に
向

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
労
働

組
合
の
総
力
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
い
こ
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
岩
﨑
国
家
公
務

員
関
係
部
会
議
長
が
激
励
に

駆
け
つ
け
、「
賃
金
交
渉
は
、

当
た
り
前
の
こ
と
と
し
て
労

使
で
決
着
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は

労
働
基
本
権
の
回
復
が
何
よ

り
も
重
要
。
職
場
に
は
多
く

の
課
題
が
あ
り
、
状
況
は
厳

し
い
が
、
た
た
か
う
以
外
に

解
決
の
道
は
な
い
。
国
公
、

地
公
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
今
後
の
取
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。

　

次
に
、
基
調
報
告
で
は
、

①
月
例
給
及
び
一
時
金
の
給

与
水
準
の
引
上
げ
、
②
地
方

財
政
計
画
に
お
け
る
給
与
費

及
び
地
方
財
政
総
額
の
確
保
、

③
自
律
的
労
使
関
係
制
度
の

確
立
と
、
労
使
合
意
に
基
づ

く
人
事
評
価
制
度
の
確
立

及
び
等
級
別
基
準
職
務
表
の

条
例
化
等
へ
の
対
応
、
④
総

労
働
時
間
の
縮
減
、
休
暇
及

び
休
業
等
の
制
度
拡
充
、
⑤

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
処
遇

改
善
、
雇
用
安
定―

の
５

つ
の
柱
が
秋
期
闘
争
の
重
点

課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
ま
し

た
。

総
人
件
費
削
減
攻
撃
に
警
戒
を

地
方
公
務
員
賃
金
闘
争
交
流
集
会
開
く

全国から 210 人が参加した地公賃金闘争交流集会 

ＪＣＯ臨界事故16周年集会
～事故を風化させない～

日時　９月 26日（土）13:00 ～
会場　駿優教育会館
　　　　（水戸駅徒歩２分）

内容　・講演「原発再稼働に抗して」
　　　　講師：蓮井誠一郎さん
　　　　　　（茨城大学人文学部教授）
　　  ・福島からの訴え
　　　　大沼勇治さん（福島県双葉町出身）
◇デモ　15：15 ～ 16：00

11 単組 62 人が参加した新入組合員労働学校

　
「
よ
う
こ
そ
自
治
労
へ
」

と
題
し
て
、
県
本
部
は
９
月

12
、
13
日
、
自
治
労
会
館
で

新
入
組
合
員
労
働
学
校
を
開

き
、
11
単
組
62
人
が
参
加
、

組
合
の
基
本
的
学
習
や
分
散

会
と
懇
親
会
で
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
鈴
木
青
年
部

長
、
古
渡
書
記
長
が
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
組
合
が
取
り

組
む
自
治
労
共
済
制
度
を

全
労
済
自
治
労
共
済
の
久

保
田
さ
ん
が
説
明
。
次
に
、

働
く
仲
間
の
金
融
機
関
「
ろ

う
き
ん
」
に
つ
い
て
、
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
に
合
わ
せ
た

説
明
を
中
央
労
働
金
庫
水

戸
南
支
店
の
桐
原
さ
ん
が

行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
自
治
労
が
新

規
採
用
者
加
入
向
け
に
作
成

し
た
「
つ
な
が
る
さ
さ
え
る

自
治
労
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
鑑
賞

し
ま
し
た
。

　

鈴
木
青
年
部
長
の
講
演

で
は
、「
労
働
組
合
っ
て
な

に
？
」
と
題
し
て
、
労
働
組

合
の
基
本
や
自
治
労
の
組
織

状
況
、
青
年
部
活
動
に
つ
い

て
紹
介
が
あ
り
、「
ど
ん
な

小
さ
な
こ
と
で
も
組
合
に
相

談
し
て
ほ
し
い
。
組
合
を
活

用
し
、
自
分
に
と
っ
て
プ
ラ

ス
に
し
て
い
こ
う
」
と
、
参

加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

小
室
女
性
部
長
か
ら
は

「
女
性
が
働
き
続
け
る
た
め

に
」
と
題
し
て
講
演
が
り
、

「
誰
も
が
健
康
で
安
心
し
て

働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
を
め

ざ
す
女
性
部
活
動
」
へ
の
参

加
、
協
力
が
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

　

休
憩
後
参
加
者
は
分
散
会

討
論
。「
年
休
・
夏
休
は
取

れ
て
い
る
か
」、「
今
の
賃
金

に
満
足
し
て
い
る
か
」、「
職

場
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
、
改

善
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
」
な

ど
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
に
基

づ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を

討
論
・
交
流
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
全
員
で

写
真
撮
影
し
た
あ
と
、
交
流

会
会
場
の
ホ
テ
ル
に
移
動
。

単
組
ご
と
の
自
己
紹
介
や
食

事
と
飲
み
物
で
、「
こ
の
日

一
番
」
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

翌
日
も
分
散
会
を
行
い
、

ま
と
め
の
全
体
集
会
で
二
日

間
を
終
了
し
ま
し
た
。

―
―

・―

・―

・―
―
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北　健一

経
済
の
ニ
ュ
ー
ス
の
裏
側 

⑬

　

私
た
ち
の
老
後
を
支
え
る

年
金
積
立
金
を
株
式
に
突
っ

込
ん
で
運
用
し
て
み
た
ら
、

過
去
最
高
の
も
う
け
が
出
た

―

。

　

７
月
11
日
付
の
朝
刊
各
紙

は
、
年
金
積
立
金
管
理
運
用

独
立
行
政
法
人（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
）

が
発
表
し
た
２
０
１
４
年
度

の
運
用
実
績
を
大
き
く
報
じ

た
。
約
１
３
７
兆
円
を
運
用

し
、
収
益
は
15
兆
円
超
。

　

日
経
新
聞
は
「
国
内
外
の

株
式
相
場
が
上
昇
し
た
な
か

で
株
式
の
割
合
を
引
き
上
げ

た
こ
と
や
円
安
に
よ
る
海
外

資
産
の
評
価
高
が
収
益
を
押

し
上
げ
た
」
と
手
放
し
で
評

価
。
一
方
、朝
日
新
聞
は「
株

式
の
比
率
を
上
げ
た
こ
と
で

リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い
る
」

「
国
内
株
式
の
比
率
を
１
％

増
や
す
と
１
兆
円
余
が
株
式

市
場
に
流
れ
込
む
た
め
、
株

価
浮
揚
に
利
用
さ
れ
た
と
い

う
批
判
も
つ
き
ま
と
う
」
と

し
た
が
、
も
っ
と
も
な
指
摘

だ
。
さ
ら
に
徹
底
し
て
追
及

す
べ
き
だ
ろ
う
。

　

年
金
積
立
金
の
運
用
見
直

し
は
「
成
長
戦
略
」
に
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
被
保
険
者

の
利
益
の
た
め
に
あ
る
大
切

な
年
金
積
立
金
を
、「
経
済

政
策
の
手
段
」
に
す
る
と
い

う
発
想
が
、
ま
ず
ゆ
が
ん
で

い
る
。

　

専
門
家
の
間
に
は
、
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
よ
う
な

経
済
危
機
が
く
れ
ば
一
年
間

の
保
険
料
収
入
に
近
い
30
兆

円
の
損
失
が
出
る
と
の
見
方

も
あ
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
年

金
給
付
の
引
き
下
げ
な
ど
国

民
負
担
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

他
方
、
運
用
の
委
託
手
数

料
と
し
て
金
融
会
社
に
払
っ

た
額
は
２
９
１
億
円
に
上

る
。08
年
以
降
で
は
最
高
だ
。

関
係
者
は
さ
ぞ
、
笑
い
が
止

ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　

今
年
１
月
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の

最
高
投
資
責
任
者
（
Ｃ
Ｉ

Ｏ
）
に
就
い
た
水
野
弘
道
氏

も
そ
の
お
仲
間
な
の
か
。
出

身
は
ロ
ン
ド
ン
の
投
資
会
社

コ
ラ
ー
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
だ
。

　

懇
意
な
世
耕
弘
成
官
房
副

長
官
の
引
き
で
、
水
野
氏
は

政
権
に
近
づ
き
、
Ｃ
Ｉ
Ｏ

の
座
を
射
止
め
た
。
年
収
は

３
０
０
０
万
円
で
あ
る
。

　

絵
に
描
い
た
よ
う
な
サ
ク

セ
ス
ス
ト
ー
リ
ー
だ
が
、〝
向

上
心
〞は
尽
き
な
い
。ウ
ォ
ー

ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー

ナ
ル
（
日
本
版
）
に
よ
る
と
、

就
任
後
、
水
野
氏
は
「
以
前

は
い
つ
も
フ
ェ
ラ
ー
リ
に
乗

り
慣
れ
て
い
た
が
、
今
は
三

輪
車
に
乗
っ
て
い
る
よ
う
な

も
の
だ
」と
友
人
に
語
っ
た
。

　

さ
ら
に
リ
ス
ク
を
取
っ
た

運
用
を
、
自
由
に
し
た
い
の

だ
ろ
う
。
だ
が
、
年
金
積
立

金
は
、
水
野
氏
や
安
倍
首
相

が
個
人
で
買
っ
た
フ
ェ
ラ
ー

リ
で
は
な
い
。
事
故
の
ツ
ケ

が
回
る
の
は
、
勤
労
者
・
国

民
な
の
で
あ
る
。

年
金
積
立
金
の
誤
運
用

　

県
本
部
青
年
部
・
女
性
部

は
９
月
５
日
、
自
治
労
会
館

で
第
32
期
労
働
学
校（
後
期
）

を
開
き
、
国
会
で
審
議
さ
れ

多
く
の
国
民
が
反
対
し
て
い

る
「
戦
争
法
案
」
を
テ
ー
マ

に
学
習
し
ま
し
た
。

　

鈴
木
聖
太
県
本
部
青
年
部

長
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
し
た

あ
と
、「
平
和
安
全
法
制
の

問
題
点
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
か
す
み
が
う
ら
市
在
住

の
尾
池
誠
司
弁
護
士
が
講
演

し
ま
し
た
。

　

尾
池
弁
護
士
は
、
憲
法
９

条
の
解
釈
、「
武
力
の
使
用
」、

「
武
器
の
使
用
」、
集
団
的
自

衛
権
と
法
的
根
拠
、
後
方
支

援
な
ど
戦
争
法
案
の
前
提

と
な
る
論
点
を
整
理
し
た
上

で
、
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い

る
「
平
和
安
全
法
制
」
に
つ

い
て
自
衛
隊
法
や
武
力
攻
撃

事
態
法
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の

法
律
と
の
違
い
を
難
解
な
条

文
を
て
い
ね
い
に
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
安
全
保
障
法
制
改

定
の
背
景
に
「
日
米
防
衛
協

力
の
た
め
の
指
針
（
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
）」
が
あ
る
と
指
摘

し
、
ア
メ
リ
カ
が
「
平
時
か

ら
有
事
ま
で
切
れ
目
の
な
い

（
シ
ー
ム
レ
ス
）」、「
地
理
的

制
約
の
な
い
世
界
中
で
ど

こ
に
で
も
（
グ
ロ
ー
バ
ル
）」

と
い
っ
た
様
々
な
場
面
で
自

衛
隊
が
活
動
で
き
る
こ
と

を
狙
っ
た
法
案
で
あ
る
と
し

て
、憲
法
の
恒
久
平
和
主
義
、

立
憲
主
義
に
違
反
す
る
法
案

だ
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
参
加
者
は
分
散

会
を
行
い
、
講
演
の
感
想
や

反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー
な
ど

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
交
流

し
ま
し
た
。

戦
争
法
案
を
学
ぶ

第
32
期
青
年
女
性
労
働
学
校

戦
争
法
案
先
取
�
許
�
�
�

日
米
共
同
訓
練
反
対
で
申
し
入
れ

　

防
衛
省
が
９
月
７
日
か
ら

18
日
の
期
間
に
航
空
自
衛
隊

百
里
基
地
で
日
米
共
同
訓
練

を
実
施
す
る
計
画
を
明
ら
か

に
し
た
こ
と
を
受
け
、
茨
城

平
和
擁
護
県
民
会
議
は
、
９

月
７
日
、
百
里
基
地
正
門
前

で
訓
練
反
対
の
申
し
入
れ
行

動
を
行
う
と
と
も
に
抗
議
行

動
を
実
施
し
、
緊
急
に
も
か

か
わ
ら
ず
県
内
か
ら
約
30
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

百
里
基
地
正
門
前
で
川
口

玉
留
県
民
会
議
代
表
が
申
し

入
れ
書
を
防
衛
省
北
関
東
防

衛
局
の
代
表
に
読
み
上
げ
手

渡
し
た
あ
と
、参
加
者
は「
日

米
共
同
訓
練
反
対
」、「
日
米

軍
事
一
体
化
反
対
」
な
ど
の

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
基
地

に
向
か
っ
て
抗
議
行
動
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
こ
れ
ま
で

の
訓
練
よ
り
期
間
が
長
く
、

規
模
も
大
き
く
な
っ
て
お

り
、
現
在
国
会
で
審
議
中
の

「
戦
争
法
案
」
を
先
取
り
す

る
も
の
で
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

申
し
入
れ
書
で
は
、「
憲

法
を
無
視
し
、
米
軍
の
世
界

戦
略
に
日
本
を
巻
き
込
む
日

米
共
同
訓
練
の
実
施
に
反
対

す
る
抗
議
の
意
思
を
表
明
す

る
」
と
し
て
、
訓
練
中
止
を

求
め
る
と
と
も
に
、
オ
ス
プ

レ
イ
の
使
用
禁
止
、
訓
練
計

画
の
自
治
体
へ
の
周
知
が
８

月
31
日
に
電
話
一
本
と
メ
ー

ル
で
行
わ
れ
て
お
り
、
情
報

の
遅
れ
と
「
地
元
軽
視
」
を

見
直
す
こ
と
、
訓
練
期
間
中

の
米
兵
の
基
地
外
出
を
認
め

な
い
こ
と
、
ま
た
、
茨
城
空

港
と
の
民
間
共
用
に
伴
い
百

里
基
地
の
共
同
訓
練
は
危
険

極
ま
り
な
い
こ
と
か
ら
中
止

を
求
め
ま
し
た
。

日米共同訓練反対で百里基地に申し入れし
た平和擁護県民会議川口代表

青年女性労働学校で講演する尾池誠司弁護士

無料法律相談、随時ＯＫ
　自治労茨城県本部では、無料法律相談を随時行っています。労働・生活に関
わる悩み事などお気軽にご相談ください。自治労茨城県本部顧問弁護士が相談
に応じます。
◆相談先　自治労茨城県本部顧問弁護士　丹 下　昌 子
　　　　　水戸市南町 3 丁目 4 番 57 号　　水戸セントラルビル 3 階
　　　　　丹下・小沼法律事務所
　　　　　電話　029 － 224 － 5150　Fax　029 － 226 － 2191
　尚、法律相談は、依頼者（相談者）が丹下・小沼法律事務所に直接電話し、
相談日程等を決めて下さい。法律相談は、個別事案ごとに、初回の法律相談を
無料とし、２回目以降は所定の報酬および経費を依頼者（相談者）が支払うこ
とになります。


